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いみず野
９月下旬より

いみず野の大地が育んだお米、
� 自信を持ってお届けします

ふ
っく
ら

つ
やつ
や 安心

・
安全



いみず野だより　２

令和４年産米概算金単価について
米生産者の皆様へ

令和４年産出荷契約米の概算金1
種　　類 銘　　柄 等級 概算金金額（加算金込） （参考）令和３年産概算金

うるち米

富 富 富 １等 13,100円 11,800円
コ シ ヒ カ リ １等 12,300円 11,000円
て ん た か く １等 10,300円 9,500円
て ん こ も り １等 10,300円 9,500円
そ の 他 １等 9,800円 9,000円

も ち 米 新 大 正 糯 １等 13,500円 13,500円
そ の 他 １等 12,700円 12,700円

（ＪＡ米、紙袋60㎏あたり、消費税込）

・富富富について、栽培マニュアルの流通基準（「検査等級：１等」かつ「化学合成農薬の成分使用回数：12以内」）を満たす
　米穀には、概算金12,300円/60kg（税込）に、800円／60kg（税込）を加算します。
　流通基準を満たさない米穀は、概算金のみのお支払いとなります。
・バラ、フレコンは上記金額から▲172円となります。
・「ＪＡ米」の要件を満たさない「一般米」は、上記金額から▲300円となります。
・需給動向をふまえて、概算金の追加払いを行う場合は、令和４年12月に実施されます。

種　　類 等　級 概算金金額 （参考）令和３年産概算金
う る ち 米 １等 6,000円 5,800円

・バラ、フレコンは上記金額から▲172円となります。

令和４年産加工用米の概算金2 （紙袋60㎏あたり、消費税込）

種　　類 等　級 概算金金額 （参考）令和３年産概算金
う　る　ち　米 １等 7,000円 5,800円

・備蓄米出荷対象銘柄：てんたかく・コシヒカリ・てんこもり・あきだわら（出荷基準水分：15.0%以下）
・バラ、フレコンは上記金額から▲172円となります。

令和４年産備蓄米の概算金3 （紙袋60㎏あたり、消費税込）

令和４年産出荷契約米等に係る流通経費の項目別単価上限見通し4

流通経費項目名 うるち米 酒米 もち米 加工用米 備蓄米
流 通・ 保 管 等 に 係 る 経 費 1,732 1,651 1,967 1,590 1,257 
事 故 処 理 経 費 10 10 10 10 10 
手 数 料 726 726 726 495 726 
生産･集荷･販売等に係る経費 152 35 155 0 0 
需 給 調 整 経 費 22 0 0 0 0 
監査委員会経費（監査法人等による調査費用） 2 2 2 1 1 
その他（産地精米品質向上対策費等） 40 0 0 0 0 

合　　　　　　計 2,684 2,424 2,860 2,096 1,994 

（単位：円/60㎏個、消費税込）

・共同計算における経費の上限見通しです。（共同計算以外で販売する米は上記の表とは異なります）

　令和４年産米穀の出荷契約において、流通経費の項目別単価上限見通しを明らかにすることとしており、下表の
とおりとなります。
　なお、需給環境の急激な変化等により、項目別上限単価を超えた場合は、その理由等の説明を行います。

令和４年産米の最終精算5
　令和４年産米の販売が終了した時点で、種類ごとに共同計算を行い、銘柄・等級別に概算金との差額を精算いた
します。
　なお、概算金の償還額に不足が生じた場合は、出荷契約にもとづき、返還を求めます。



いみず野トピックス

　

７
月
14
日（
木
）、

「
相
続
セ
ミ
ナ
ー
」

が
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野

本
店
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
で
は
上
田 

亨

氏
（
Ｆ
Ｐ
オ
フ
ィ

ス
・
う
え
だ
）
が

講
師
と
な
り
相
続

の
基
礎
知
識
か
ら
生
前
の
相
続
対
策
な
ど
、
遺

言
書
の
作
成
や
保
険
の
活
用
例
を
あ
げ
分
か
り

や
す
く
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
資
金
や
住
宅
資
金
の
贈
与
な
ど

即
効
性
の
あ
る
節
税
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ

り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
高
齢
に
な
り
終

活
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
参
加
し
た
。

元
気
な
う
ち
に
考
え
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
と

て
も
参
考
に
な
っ
た
。」
と
の
声
が
あ
り
、
興
味

深
げ
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
で
は
『
相
続
セ
ミ
ナ
ー
』
を

今
後
も
定
期
的
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野 

貯
金
為
替
課

ま
た
は
、
お
近
く
の
支
店
ま
で
。

第
１
号
議
案　

会
員
の
変
更
及
び
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

監
事
の
承
認
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
案
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

相
続
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「
円
満
か
つ
円
滑
な

�

相
続
の
た
め
の
対
策
」

～“
遺
言
”と“
保
険
”の
活
用
～

射
水
市
農
業
再
生
協
議
会

令
和
４
年
度
（
第
24
回
） 

臨
時
総
会
開
催

　

７
月
３
日（
日
）、
ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル
（
ラ
ポ
ー

ル
）
に
て
「
Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
が
開
催
さ
れ
、
午
前
・
午
後
の
２
回
公
演
に
約
２
５
０
人

の
親
子
連
れ
を
招
待
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン

パ
ン
マ
ン
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
親

子
で
一
緒
に
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
地
域

貢
献
活
動
の
一
環
で
す
。

　

会
場
に
ア
ン
パ
ン
マ
ン

と
仲
間
た
ち
が
登
場
す
る

と
大
歓
声
が
あ
が
り
、
信

号
の
意
味
や
横
断
歩
道
の

渡
り
方
な
ど
、
ゲ
ー
ム
や

ダ
ン
ス
を
交
え
た
シ
ョ
ー

形
式
で
、
交
通
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
子
ど
も
た
ち
は
、

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
一
緒
に

記
念
撮
影
や
、
歌
に
合
わ

せ
て
一
緒
に
元
気
よ
く
踊

り
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

ア
ン
パ
ン
マン
た
ち
と

　
　
　

交
通
安
全
を
楽
し
く
学
ぶ

「
Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ
ン
マン

�
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

©やなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV

　

協
議
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

承
認
さ
れ
た
議
案
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　

１
号
議
案
で
は
、
会
長
が
水
元
会
長
か
ら
塚
本
会
長
に
、
副
会
長

が
澁
谷
副
会
長
か
ら
土
合
副
会
長
に
、
会
員
で
は
、
射
水
市
営
農
組

織
連
絡
協
議
会
横
堀
会
長
か
ら
筒
口
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
号
議
案
で
は
田
邉
監
事
に
代
わ
り
、
夏
野
監
事
が
新
た
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
号
議
案
で
は
、
一
般
会
計
で
富
山
県
４
年
度
６
月
補
正
予
算

「
水
田
利
用
肥
料
価
格
高
騰
緊
急
支
援
事
業
と
特
別
会
計
補
正
予
算
水
田

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
２
事
業
に
つ
い
て
、
県
か
ら
の
内
示
が
あ
っ
た

こ
と
を
受
け
た
予
算
の
追
加
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
会
員
で
あ
る
北
陸
農
政
局
富
山
拠
点
地
方
参
事
官

か
ら
「
米
を
め
ぐ
る
状
況
」「
食
料
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
」「
最

近
の
肥
料
原
料
価
格
の
高
騰
及
び
国
内
生
産
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
の
説
明

が
あ
り
、
最
後
に
土
合
正
夫
協
議
会
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
７
月
15
日（
金
）
い
み
ず
野
農
業
協
同
組
合
本
店
３
階

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
射
水
市
農
業
再
生
協
議
会
令
和
４
年
度
（
第
24

回
）
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
で
は
水
元
睦
雄
協
議
会
長
よ
り
、
５
月
28
日
に
開
催

さ
れ
た
い
み
ず
野
農
業
協
同
組
合
総
代
会
に
お
い
て
役
員
の
改
選
が

行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
会
員
の
変
更
及
び
役
員
の
選
任
が
議
題
に
な

る
旨
の
説
明
が
あ
り
、
３
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

３　いみず野だより



いみず野だより　４

　

子
ど
も
た
ち
が
バ
ケ
ツ
で
栽
培
す
る
稲

が
、
青
々
と
伸
び
て
い
る
。
そ
ん
な
写
真

が
、
メ
ー
ル
で
送
ら
れ
て
き
た
。

　

あ
あ
、
あ
の
時
の
バ
ケ
ツ
稲
が
、
も
う

こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
た
の
か
。
「
富
富

富
」
の
苗
を
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
植
え
付

け
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
思
い
出
さ

れ
、
ほ
ほ
笑
ま
し
く
感
じ
た
。

　

送
り
手
は
農
林
中
央
金
庫
富
山
支
店
の

中
田
圭
亮
さ
ん
で
あ
る
。

　

彼
は
射
水
市
に
あ
る
片
山
学
園
初
等
科

の
子
ど
も
た
ち
に
、
体
験
を
通
し
て
「
農

業
」
と
「
金
融
」
を
学
ん
で
も
ら
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｊ
Ａ

い
み
ず
野
や
北
日
本
新
聞
社
な
ど
と
組
み
、

卒
業
す
る
ま
で
長
期
に
わ
た
っ
て
学
び
に

か
か
わ
っ
て
い
こ
う
と
い
う
事
業
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
続
け
て
い
く
の
は
大
変
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
、
関
係
者
す
べ
て
に
稲
の
写
真
を

届
け
る
よ
う
な
、
こ
ま
や
か
な
心
配
り
が

で
き
る
中
田
さ
ん
で
あ
れ
ば
き
っ
と
成
し

遂
げ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
記
事
を
書
く
身

と
し
て
も
、
こ
う
し
た
思
い
や
り
に
接
す

る
と
、
微
力
で
は
あ
っ
て
も
応
援
し
た
く

な
る
。

　

さ
て
、
取
材
を
し
て
い
て
楽
し
い
の
は
、

思
い
が
け
な
い
人
の
、
思
い
が
け
な
い
一

面
を
垣
間
見
た
と
き
で
あ
る
。

　

バ
ケ
ツ
稲
に
植
え
付
け
た
授
業
で
は
、

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
か
ら
若
い
職
員
た
ち
も
参

加
し
、
ス
タ
ッ
フ
総
出
で
子
ど
も
た
ち
に

手
ほ
ど
き
し
た
。

　

会
場
に
は
当
時
専
務
だ
っ
た
塚
本 

清

組
合
長
の
姿
も
あ
っ
た
。
最
初
は
隅
の
方

で
に
こ
に
こ
と
見
守
る
だ
け
だ
っ
た
が
、

い
つ
の
間
に
か
ス
タ
ッ
フ
に
交
じ
っ
て
い

た
。
若
い
職
員
た
ち
に
、
苗
を
取
り
分
け

る
方
法
を
熱
心
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

き
っ
と
農
業
が
好
き
で
、
情
に
も
厚
い

人
な
の
で
あ
ろ
う
と
、
心
温
ま
る
思
い
が

し
た
。

　

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
で
、
ど
ん
な
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
て
も
分
か
ら
な
い

こ
と
が
現
場
に
出
る
と
分
か
る
。
そ
し
て
、

い
か
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
か
肌
で
確

か
め
よ
う
と
し
て
い
た
塚
本
さ
ん
も
、
そ

の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
こ
そ
が
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
の
資
質

で
あ
る
と
私
は
思
う
。

第
８
回
「
や
っ
ぱ
り
人
情
」

心

配

り

と

肌

感

覚

を

日
本
農
業
新
聞
富
山
通
信
部

�

ラ
イ
タ
ー
　
本
田 

光
信

E
SSAY

08

われら

アグリ応援団

子どもに苗を手渡すスタッフ

バケツ稲の苗を取り分ける作業



５　いみず野だより

年金お受取りご予約様限定の特別なご案内

ご予約は☎0766-52-0117（貯金為替課）まで

QRコードを読み込んで
お電話がかけられます

お申し込みはお早めに

ご存知ですか？

まずは年金について知ろう！

自分の年金について個別相談するなら

年金無料セミナー

年金無料相談会

2022年４月より年金の受給ルールが変更になりました�

年金について
専門家が
お答えします
完全予約制

私の場合、年金は
いくらもらえるの？

私の場合、いつから
年金をもらうと
お得になるの？

働いている間は
年金はどうなるの？

開催日程（各回先着10組様限定）
令和４年９月25日㈰

10：00〜12：00

いみず野農協 本店３階

開催日

開催時間

開催場所

開催日程（各回先着３組様限定）
令和４年10月23日㈰

①  9：00〜10：00
②10：00〜11：00
③11：00〜12：00

いみず野農協 本店２階

開催日

開催時間

開催場所

年金を知って
人生設計の
参考にしたい

年金っていつから
もらえるの？

年金定期便が
届くけれど何が
書いてあるの？



役
員
会
だ
よ
り

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案　

令
和
４
年
産
Ｊ
Ａ
直
売
米
取
扱
計
画
数
量
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

令
和
４
年
産
米
穀
等
の
農
協
販
売
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

大
口
貸
出
金
の
申
込
に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

自
主
検
査
要
領
の
改
正
に
つ
い
て

第
五
号
議
案　

カ
ー
ポ
ー
ト
大
門 
地
下
タ
ン
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
工
事
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
６
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

二
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
「
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
」

　
　

に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

－

第
3
回
定
例
理
事
会

－

－

第
3
回
監
事
会

－

◆
協
議
事
項
◆

一
、
令
和
４
年
度
上
期
監
事
監
査
計
画
及
び
日
程
（
案
）
に
つ
い
て

二
、「
２
０
２
１
事
業
年
度
末
『
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
』
監
査
意
見
」

　
　

に
つ
い
て
（
追
認
）

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
令
和
４
年
度
代
表
・
常
勤
監
事
会
議
（
７
月
８
日
）
報
告
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

＊（　）内の数字は前年同期比

協同の力
ＪＡいみず野概況

（令和４年６月末日）

正組合員数� 5,199人　
� （△   66人）
准組合員数� 8,137人　
� （△   317人）
みなさまの貯金高� 1,426億  4百万円　
� （△  24億97百万円）
みなさまへの貸出金�289億13百万円　
� （     2億52百万円）
長期共済保有高� 2,618億円15百万円　
� （△  96億50百万円）
購買品供給高� 12億74百万円　
� （△  1億73百万円）
販売品販売高� 1億88百万円　
� （△  4百万円）

日
時　

令
和
４
年
７
月
20
日
㈬

　
　
　

午
後
２
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店

�

３
階
大
ホ
ー
ル

日
時　

令
和
４
年
７
月
20
日
㈬

　
　
　

午
後
０
時
55
分
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店

�

第
２
事
務
所
２
階
会
議
室

の全身分布を撮影します。
　がん細胞にはFDGが正常細胞よりたくさん集ま
ります。そこから放出される微量の放射線をPET装
置（当院では半導体検出器を装備したPET装置）
でとらえて、がん細胞の位置や大きさだけでなく、
がんの進行度合いを調べます。

　次回は、半導体検出器を装備したPET-CTの有
用性についてお話しします。

厚生連高岡病院にPET-CT検査装置 導入（その１）

　厚生連高岡病院では2022年４月より診
療機能の充実としてPET-CT検査が始まり
ました。
　導入された装置は、半導体検出器の最新
PETと最新のAIを搭載した64列CTを組み
合わせた機種です。日本全国には500台を
超えるPET装置があり、北陸では21台目の
PET-CTとなります。その中でも半導体検出
器を備えたPET-CTは北陸には4台しかなく、３台
は石川県にあり、富山県では初の半導体PET-CT
装置ということになります。
　では、PET検査についてお話します。PETとは、
Positron Emission Tomography（陽電子放出
断層撮影）の略です。体の中の細胞の働きを断層
画像として捉えることで病気の原因や病巣、病状
を的確に診断する事が出来ます。
　体を構成している細胞は、生きてゆくためのエ
ネルギー源として「ブドウ糖」が必要で、このよう
な細胞の性質に着目して、がんを発見します。ブ
ドウ糖にごく微量の放射線を放出するフッ素-18
（18F）という「放射性同位元素」をくっつけた薬剤
（FDG）を体内に注射し、PET装置を用いてFDG

　厚生連高岡病院からのお知らせ

いみず野だより　６



●
酢
的
生
活
の
活
用
術

　

今
年
の
梅
雨
明
け
は
、
例
年
よ
り
早
く
、

全
国
的
に
は
早
40
度
を
超
え
る
日
が
あ
る

な
ど
厳
し
い
暑
さ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

初
夏
の
生
活
座
談
会
は
「
酢
」
で
す
。

講
師
は
、「
ら
っ
き
ょ
う
酢
」
で
お
馴
染
み

の
大
興
産
業
㈱
の
大
山
課
長
で
す
。
エ
ー

コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
な
ど
の
酢
を
ず
ら
っ
と

並
べ
て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
ま
だ

全
部
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。

　

実
際
に
梅
や
き
ゅ
う
り
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ

の
試
食
も
用
意
し
て
頂
き
ま
し
た
。
や
は

り
話
だ
け
よ
り
実
際
に
見
た
り
味
わ
っ
た

り
し
て
み
る
と
、
ま
た
家
で
も
作
っ
て
家

族
に
も
食
べ
さ
せ
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

中
で
も
ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
前
か
ら
気
に

な
っ
て
い
た
野
菜
な
の
で
、
ぜ
ひ
使
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
梅
の
甘
酢
漬
は

２
年
前
の
も
の
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
と

て
も
柔
ら
か
く
、
程
よ
い
酸
味
で
美
味
し

か
っ
た
で
す
。

　

五
倍
酢
（
穀
物
酢
）
は
、
薄
め
て
使
う

女性部だより

と
（
五
倍
酢
１
：
水
４
）
常
温
で
保
管
し

て
も
約
１
年
使
え
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

便
利
だ
と
思
い
ま
し
た
。
他
に
も
、
酢
の

種
類
に
よ
っ
て
よ
り
良
い
使
い
方
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

レ
シ
ピ
の
中
で
気
に
な
っ
た
の
は
、
鶏

手
羽
中
の
ビ
ネ
ガ
ー
マ
リ
ネ
焼
き
で
す
。

漬
け
液
を
作
り
１
時
間
あ
ま
り
漬
け
置
き

し
て
後
は
オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
だ
け
簡
単
！

早
速
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
が
、
と
て
も
美

味
し
か
っ
た
で
す
。

　

美
味
し
い
酢
を
使
っ
た
料
理
を
楽
し
み

な
が
ら
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
た
い
と
思

い
ま
す
。�

（
小
杉
支
部
）

今
後
の
日
程

８
月
22
日
㈪　

第
２
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業

　
　

26
日
㈮　

手
芸
教
室

９
月
６
日
㈫　

助
け
合
い
組
織

　
　
　
　
　
　
「
い
み
ず
の
」
定
例
会

　
　

８
日
㈭　

料
理
教
室

　
　

12
日
㈪　

健
康
教
室

　
　

16
日
㈮　

手
芸
教
室

　
　

29
日
㈭　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
櫛
田
）

　
　

30
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
若
林
）

７　いみず野だより

美味しいな
〜♪

●
秋
冬
野
菜
作
り
講
習
会

　

８
月
５
日
㈮
、
三
島
野
支
店
２
階
に
て

「
秋
冬
野
菜
作
り
講
習
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

講
師
は
皆
さ
ま
お
馴
染
み
、
Ｊ
Ａ
い
み

ず
野
の
岡
本
営
農
指
導
員
で
す
。

　

ま
ず
始
め
に
、
毎
日
美
味
し
く
い
た
だ

い
て
い
る
夏
野
菜
の
今
後
の
管
理
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
ト
マ
ト
は
８
月
い
っ
ぱ
い
は
月
に
２
回

の
ペ
ー
ス
で
追
肥
を
行
う
。

◦
ナ
ス
は
ち
ょ
う
ど
今
、
30
㎝
く
ら
い
の

高
さ
で
切
り
戻
し
、
新
し
い
枝
を
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
９
月
中
旬
頃
か
ら
秋
ナ

ス
の
収
穫
が
で
き
る
。

◦
き
ゅ
う
り
は
余
分
な
葉
っ
ぱ
を
取
り
風

通
し
を
よ
く
す
る
。

　

他
に
も
水
や
り
や
、
肥
料
切
れ
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
何
回
教
わ
っ
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
秋
冬
野
菜
を
植
え
る
前
に
、
連
作

障
害
を
避
け
る
た
め
、
牛
糞
堆
肥
を
入
れ

２
〜
３
回
耕
す
と
良
い
こ
と
。
根
コ
ブ
病

の
対
策
に
は
、
石
灰
を
入
れ
て
土
壌
の

ペ
ー
ハ
ー
を
上
げ
る
と
良
い
と
い
う
こ
と

な
ど
も
教
わ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

白
菜
の
播
種
の
仕
方
や
肥
料
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
の
質
問
に
、
と
て
も
丁
寧
に
答
え
て
い

た
だ
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ

て
い
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
近
く
に
い
て
も
、
な

か
な
か
顔
を
見
て
お
話
し
が
で
き
な
い
毎

日
で
す
が
、
久
し
ぶ
り
に
集
ま
り
、
賑
や

か
で
楽
し
い
講
習

会
で
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い

日
が
続
き
ま
す
が
、

夏
野
菜
を
た
く
さ

ん
食
べ
て
家
族
全

員
元
気
で
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

�

（
二
口
支
部
）

為になるな
〜

“れんこんの甘辛炒め”材 料

ひとくちメモ

れんこん………………………� ２００ｇ
片栗粉…………………………� 適宜
エーコープこめ油……………� 大さじ２
たれ（Ａ）
しょうゆ…………………� 大さじ１／２
エーコープほめられ酢………� 大さじ３
いりごま………………………� 大さじ１
付け合わせ
ベビーリーフ…………………� ３０ｇ

１　れんこんは、1ｃｍ幅半月切り
にして片栗粉をまぶす。

２　フライパンにエーコープこめ油を入れて熱し、
１を加えて弱火で両面こんがりと焼き、火を止め
る。

３　２にたれ（Ａ）を入れて再び火にかけ、全体に
からめる。（焦げ付き防止のため。）

４　器に盛り、いり白ごまをふりかけてベビーリー
フを添える。

作り方
（４人分）

エーコープこめ油、

ほめられ酢を使用

しています。



いみず野だより　８

お問い合わせは お近くのJA支店まで
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